
【平成30年度 公共事業評価委員会】評価、意見および助言              

所沢市下水道事業 

＜事後評価内容への評価・意見＞ 
 
・計画目標に対する事業内容の選定は、上位計画 
 と整合性があり、その定量的指標の達成度に 
 ついての事後評価は適切である。 
 
・目標値の達成状況や今後の方針等に関する記述 
 は、より相応しい文章への修正検討が必要。 
  
・公表時は、特に定量的指標の設定や事業進捗 
 に関する補足情報付加を検討し、わかりやすさ 
 の向上を図ることが必要。 
  

社会資本総合整備計画書（H25～29） 
「防災の街づくりを目指す所沢市の下水道」 
 

【計画目標】 
水質保全や地震対策、改築更新を進め、防災に強い下水道を目指す。 

 

【成果目標（定量的指標）】 
①合流式下水道改善率100% 

②耐震対策実施率100% 

③耐震診断実施率34% 

④下水道長寿命化計画策定 

⑤ストックマネジメント計画策定 

社会資本総合整備計画 事後評価書（案） 
 

 

 

 

 

【最終実績値】 
①100% 

②86% 

③44% 

④ストックマネジメント実施方針へ引継ぎ 

⑤策定済み 

＜今後の事業推進への助言＞ 
 
・計画の実効性や実現性を中長期的にも担保 
 するため、効率性向上を踏まえた経営改革 
 の推進が求められる。  
  
・成果目標は、事業費の要素も踏まえ、より 
 一層適切な指標を設定することが必要。 
   
・計画策定時にも第三者が確認できる仕組みの 
 構築がのぞましい。  


